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今
年
の
11
月
28
日
は
、
江
戸
時

代
の
日
本
を
代
表
す
る
儒
学
者
⑴

で
、
政
治
家
で
も
あ
っ
た
対
馬
聖

人
・
陶
山
訥
庵
先
生
（
初
め
五
一

郎
、
の
ち
庄
右
衛
門
）
が
生
ま
れ

て
ち
ょ
う
ど
３
５
０
回
目
の
誕
生

日
に
当
た
り
ま
す
。
先
生
は
幼
い

こ
ろ
か
ら
、
か
し
こ
く
頭
が
い
い

の
で
、
み
ん
な
「
あ
の
子
は
神
様

の
子
だ
」
と
噂
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
と
て
も
母
親
思
い
で
、
６
歳

の
こ
ろ
母
が
作
っ
て
く
れ
た
足
袋

を
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
っ
て

は
く
の
を
遠
慮
し
た
と
い
う
話
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
陶
山
庄
右
衛
門
は
、
今
か
ら
３

5
0
年
前
の
明
暦
３（
1
6
5
7
）

年
厳
原
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
寛
文
７（
１
６
６
７
）年
11
歳
の

と
き
京
都
に
遊
学
、
の
ち
江
戸
に

出
て
木
下
順
庵
⑵

の
門
に
は
い
り

ま
し
た
。会
津
藩（
今
の
福
島
県
）

の
山
崎
安
斎
⑶

、岡
山
藩
の
熊
沢
蕃

山
⑷

と
並
び
称
せ
ら
れ
た
木
下
順

庵
は
、そ
の
塾
か
ら
木
門
五
先
生
、

木
門
十
哲
な
ど
多
彩
な
学
者
を
世

に
送
り
ま
し
た
が
、
五
一
郎
の
才

を
見
た
順
庵
は
、室
新
助（
鳩
巣
）⑸

と
な
ら
ん
で
、
「
わ
が
門
下
の
双

璧（
二
人
の
優
れ
た
人
物
）」
と
激

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
訥
庵
先
生
は
師

の
順
庵
先
生
か
ら
も
高
い
評
価
を

う
け
た
人
で
し
た
か
ら
、
早
く
か

ら
人
々
の
間
で
も
知
ら
れ
て
い
た

と
み
え
、
江
戸
時
代
の
終
り
ご
ろ

に
で
き
た
『
先
哲
叢
談
』
と
い
う

人
名
辞
典
に
、
藤
原
惶
窩
⑹

、木
下

順
庵
、
新
井
白
石
⑺

、
雨
森
芳
洲
⑻

な
ど
、
１
７
３
名
の
学
者
と
と
も

に
、
先
生
の
名
前
が
の
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
解
説
の
中
に「（
没
後
70

年
後
の
）今
に
な
っ
て
も
、対
馬
の

人
た
ち
は
老
若
男
女
、
小
さ
な
子

ど
も
に
い
た
る
ま
で
、
だ
れ
一
人

と
し
て
先
生
の
名
を
知
ら
な
い
者

は
い
な
い
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

⑴
儒
学
…
人
の
生
き
方
な
ど
を
説
く
中

　
国
の
古
く
か
ら
の
学
問
。

⑵
京
都
の
人
、将
軍
綱
吉
の
侍
講
。

⑶
京
都
の
人
、門
弟
多
く
「
数
千
人
」。

⑷
京
都
の
人
、
池
田
光
政
侯
の
執
政
。

⑸
江
戸
の
人
、
順
庵
言「
わ
が
益
友
」。

⑹
京
都
冷
泉
家
出
身
、
民
間
の
大
儒
。

⑺
江
戸
の
人
、
政
治
家
、
地
理
学
者
。

⑻
近
江
の
人
、対
馬
藩
に
出
仕
、儒
者
。
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趣
　
旨
　「
陶
山
訥
庵
先
生
　
生
誕
３
５
０
年
祭
」
に
ち
な
ん
で「
近
世
文

書
」
の
中
か
ら
、
分
か
り
や
す
く
平
易
な
史
料
を
選
ん
で
、
広
く
市
民
の

皆
様
と
、
対
馬
に
残
っ
て
い
る
地
方
文
書
の
一
部
を
読
む
こ
と
で
、
江
戸

時
代
を
垣
間
見
る
ひ
と
つ
の
機
会
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

古
文
書
の
内
容
　
次
の
よ
う
な
史
料
の
中
か
ら
何
点
か
選
ぶ
予
定
で
す
。

　
①
陶
山
訥
庵
先
生
関
係
史
料

　
②
宗
家
文
庫
史
料
（
日
記
類
、
記
録
類
の
中
か
ら
）

　
③
家
文
書
（
島
内
諸
家
に
伝
来
す
る
家
文
書
の
中
か
ら
）

期
日
と
場
所
、
講
師
　
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
が
な
る
べ
く
出
席
し
や
す

い
よ
う
に
、
島
内
６
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
11
月
10
日
（
土
）
に
行

な
わ
れ
る
生
誕
祭
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
も
あ
り
、
生
誕
祭

直
前
の
９
月
〜
10
月
に
、
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

●
9
月
1
日（
土
）
豊
玉
地
区
公
民
館
　
　
　
中
島
新
吾（
久
田
中
学
校
教
諭
）

●
9
月
8
日（
土
）
峰
地
区
公
民
館
　
　
　
　
俵
　
裕
一（
歴
民
学
芸
員
補
）

●
10
月
13
日（
土
）
上
対
馬
地
区
公
民
館
　
　
西
山
　
篤（
市
教
委
指
導
主
事
）

●
10
月
14
日（
日
）
上
県
地
区
公
民
館
　
　
　
長
郷
直
明（
佐
護
中
学
校
長
）

●
10
月
20
日（
土
）
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
　
小
松
勝
助（
厳
原
幼
稚
園
長
）

●
10
月
27
日（
日
）
美
津
島
地
区
公
民
館
　
　
大
森
公
善（
対
馬
歴
民
館
長
）

時
　
　
間
　
昼
食
を
は
さ
ん
で
4
時
間
程
度
　（
10
時
〜
15
時
）

受
講
申
込
　
各
地
区
公
民
館
へ
、電
話
か
F
A
X
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
①
締
　
切
　
○

豊
玉
・
峰
会
場
は
、8
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
○

上
県
・
上
対
馬
・
美
津
島
・
厳
原
会
場
は
、9
月
28
日
ま
で

　
②
参
加
費
　
複
写
代
2
0
0
円

【
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●
陶
山
訥
庵
先
生
　
生
誕
３
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０
年
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